
ピョートル1世(在位1682～1725年)による、いわゆる「ピョートル改革」は、ロシア社会に全般的

影響をもたらした。大北方戦争初期のナルヴァの会戦（1700年）を契機に、戦争や軍隊の問題

はロシア社会全体に波及する。ヨーロッパ式軍隊の編成を主軸に試みられた制度的変革や政

府からの要求は、貴族など伝統的エリートも含め、個々の兵員にいかなる具体的影響を及ぼ

したのだろうか。兵員に対する衣食住の保障の問題、さらにロシア臣下・臣民の心性のヨー

ロッパ化が、ピョートル政府によりどのように意図されていたのか、制度と実態との乖離はどの

ようなものだったのか、検討を試みる。 

 公 開 講 演 会 

2017年 12月 23日 （土） 14：00 ～ 18：00 

戸山キャンパス 39号館 6階 第7会議室 

田中 良英 （宮城教育大学教授） 

 東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程を経て博士(文学)(東京大学)。専門はロシア史。著書に 
 『エカチェリーナ2世とその時代』(東洋書店、2009年)、論文に「一八世紀前半ロシア陸軍の特質：北方戦争期 
 を中心に」『ロシア史研究』92(2013年)、「18世紀後半のロシア官界と非ロシア人エリート」『宮城教育大学紀 
 要』51(2016年)などがある。現在、宮城教育大学教授。 

日 時 

会 場 

講演者 

14:00～14:10  開会挨拶 

14:10～15:40  講演「衣食住の問題から見るピョートル改革下のロシア軍」 

15:40～16:00  休憩 

16:00～18:00  討論 

◎ プログラム ◎ 

＊司会：谷口眞子（早稲田大学文学学術院） 


